
あいちの木材利用施設事例集

適材適所のハイブリッド園舎

岡崎市立百々保育園は、鉄筋コンクリー

ト造と木造を組み合わせた、適材適所のハ

イブリッド構造で整備された。

従来の鉄筋コンクリート造の園舎と比較

して、耐久性や耐火性、耐震性、居住性、

維持管理、建設コストといった項目におい

て同等の範囲内で木造化を図った。

床や腰壁などに積極的に木材を使用する

ことで、園児が木の温もりを感じられる空

間づくりを行った。

岡崎市立百々保育園
岡崎市河原町15-1

構造／鉄筋コンクリート造一部木造

延床面積／1,633.28㎡

竣工／2015年11月

木材使用量／119.39㎥

（うち岡崎市産材 46.28㎥）

施主／岡崎市

設計／株式会社浦野設計

施工／太田・矢田特定建設工事共同企業体
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